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Ⅰ.はじめに～①ID-POSデータの概要

◆データの位置づけ

◦マクロミル社ホームスキャンデータ

◆元データの種類

◦購買履歴データ…約4,055万件のレシー
ト明細、JAN、購買日時、価格、数量、
購買チャネル等
※対象アイテムは食品及び日用品のみ
※生鮮食品にはJANが振られていないことが多く、
集計結果としては生鮮食品が小さく表される
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◦モニターデータ…約31,000名分
年齢、性別、未既婚、年収、世帯数等

◦アイテムデータ…食品・日用品325万点
アイテムの品名、JAN、分類、メーカー等

◆分析対象

◦ 2018年～21年各4月～6月の購買履歴

◦ 4年間の購買実績のあるモニター8,062名



Ⅰ.はじめに～②コロナ感染の状況
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出所：YAHOO NEWS
https://news.yahoo.co.jp/articles/6090cd6ec5bced8cf91c46
1d3a103ef3fe82c52a

出所：YAHOO NEWS
https://news.yahoo.co.jp/articles/6090cd6ec5bced8cf91c46
1d3a103ef3fe82c52a

緊急事態宣言（東京） 第１回 第２回 第３回 第４回

期間 2020.4.7～5.25 2021.1.8～3.21 2021.4.25～6.20 2021.7.21～9.30



Ⅱ.モニターデータ～①年間購買高の推移〈世帯モデル〉
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《データの説明》
◆サンプルの属性（性別、年代、世帯
年収など）は2021年時点のもので
あり、同一人モデルでの分析である。

《想定される要因》
◆感染者数拡大で20～21年と外食を
抑える傾向が、年代が高い程強い。

◆就学する子を抱える30代、40代は
21年には19年以前に近づく傾向。

《確認出来る事象》
◆ 「未婚一人暮らし」では、年を追う
ごとに購買高が拡大。

◆ 「家族４人」では、2020年をピークに
21年には30代、40代で縮小傾向

単位：円

単位：円



Ⅱ.モニターデータ～②各年３ヶ月間購買高の推移
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《想定される要因》

◆ ２人世帯は共働きであれば、可処分
所得も高く、食品等購入も多い。

◆世帯収入1000万円以上になると食
品等への支出も増える傾向になる。

《確認出来る事象》

◆家族人数では２人が最も高い。２人
以上は20年、21年と横ばい。

◆世帯年収では1000万円未満はほぼ
同じ水準。20年、21年はほぼ横ばい

《今後想定されること》
◆ コロナ禍が収束することによって、

以前の生活習慣に全て戻る訳では
ない。新しい生活習慣を見極めるこ
とが大切

単位：円

単位：円



Ⅲ.前回報告（2020.9.16）の結論

1. 「内食」傾向から、購買総額は増加する 外出自粛や外食の抑制により「内食」や
「中食」が増加したものと思われる

2. 購買頻度は減少、１回当たりの購買点数・金額は増加感染リスクを恐れ、買い物
回数を減らし、１回でまとめて購入しようとする
買い物はなるべくまとめてしようとする ★顧客の囲い込みが重要施策となる！

3. 通信販売等の構成比が拡大する 通販利用者数は最も伸び率が高い
★継続利用施策がポイント！

4. 保存食品や日用品の前倒し購買が増えた反動で売上が減少する 〈否定〉

◦ 6～7月期は、概ね購買頻度が低下しており、前倒し購買の影響が推察される

◦ しかし自宅時間が増えていることから食品や日用品等の消費は高止まりしている

5. ＰＢ購買が増える 品切れ商品が多くなり、代替品としてＰＢの購買が拡大した

◦イオンの分析からは、スタンダード、エコノミーブランドが伸長。★ＰＢ拡大の契機
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今回の調査は、ＰＢの購買実態の変化を確認する。



Ⅳ.仮説

1. コロナ禍によって20年にはＰＢの売上高
が拡大したが、21年度もその傾向は継続
している。

2. ＰＢカテゴリーの中で最もシェアを伸ばし
たのは「エコノミー」である。

3. コロナ禍で、食品の安心安全に対する

認識が高まったことで、「サステナブル」
がシェアの伸ばしている。

4. 若い世代では「サスティナブル」がシェア
を拡大している。

5. ＰＢ購入額が大きい消費者は、
当該小売業のウォレットシェアが高い。
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Standard PB

品
質
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視
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格

SubBrand PB

Premium PB

Economy PB

個人的 価値観 社会性

出所：羽石奈緒(2020),プライベート・ブランド階層の中のサブブランドが
ストアロイヤルティに与える影響について,プロモーショナル・マーケティング研究,Vol.13
を参考に鈴木作成

〈ブランドカテゴリーのイメージ〉

Sustainable PB



Ⅴ.分析結果～①企業別ＰＢ構成比推移
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《確認できること》
◆生協は約40%、ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝは25%と高位
◆ ＳＭのみではイオンが高い。西友、ライ
フは右肩上がり。他社は20年一旦上昇
21年はダウン。

《想定される原因》
◆ ＰＢ比率が高い生協は20年も安定
◆西友とライフは構成比も拡大。
◆他社は21年特売再開でＰＢシェア低下
◆ イオンは在庫調整か？

《今後想定されること》

◆ ＰＢ強化を推進する企業とその他企業
でＰＢ比率は大きく差が出て来る可能
性がある。



Ⅴ.分析結果～②企業別ＰＢ・ＮＢ売上高推移

1
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《確認できること》
◆ ＮＢを一番伸ばしているのはヤオコー
ＰＢを一番伸ばしているのはライフ

◆ ＰＢで21年に前年から売上を伸ばして
いるのはライフのみ

《想定される原因》
◆ヤオコーは、2018年度から20年度に

17店舗増やしている。（178店舗）
◆ ライフは、2020年より４カテゴリーのＰＢ
戦略を採用し、強化を図っている。

《今後想定されること》

◆通常営業が再開されている。外食も
徐々復活し、小売業の売上高もコロナ
禍以前に落ち着く。ＰＢもカテゴリー毎
の伸び率の違いがより明確になる。

2018年売上高を100%とした時の各年次指標



Ⅴ.分析結果～③平均単価の推移〈加工食品〉
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《確認できること》
◆ 20年はNBの平均単価が軒並み上昇し、

21年には概ね下降
◆ ＰＢは19年から20年に掛けて大きな変
動なし。20年は生協、ライフ以外は微増

《想定される原因》

◆第1回緊急事態宣言（2020.4.7～5.25）
の時は特売中止→ＮＢの価格上昇

◆直近は感染予防の定着もあり、折込や
特売が再開されている

《今後想定されること》

◆ コロナ禍におけるＰＢの売上高の伸び
は、収束によって短期的には一定程度
縮する。

単位：円

単位：円

加工食品

加工食品



Ⅴ.分析結果～③平均単価の推移〈菓子類、飲料・酒類〉
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単位：円

単位：円

菓子類

菓子類

単位：円

単位：円

飲料・酒類

飲料・酒類



Ⅴ.分析結果～③平均単価の推移〈日用雑貨・家庭用品〉
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単位：円

単位：円

日用雑貨

日用雑貨

単位：円

単位：円

家庭用品

家庭用品

※日用雑貨：石鹸・衛生用品・洗剤等 ※家庭用品：掃除・洗濯用品、食卓用品、調理用品



Ⅴ.分析結果～④ＰＢ４カテゴリー分析〈イオンの事例〉
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14※ 表の数字は、当該性別年代ごとのカテゴリー購買額÷当該企業総購買高



Ⅴ.分析結果～④ＰＢ４カテゴリー分析〈イオンの事例〉
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《確認できること》
◆ イオンのＰＢ売上高は21/18比で120.1%
全体として拡大

◆ ＰＢのシェア拡大に貢献したのはエコノ
ミー+3.9pt 、サスティなぶる+0.2pt

《想定される原因》

◆ コロナ禍に対する生活防衛及び安心安
全、環境意識の高まりによって、エコノ
ミー、サスティナブルを選ぶ消費者が増
えている。（若い世代の関心が高い）

《今後想定されること》

◆将来の生活に対する不安や環境意識
の高まりは今後も継続することが想定
されることから、エコノミー、サスティナ
ブルカテゴリーは今後も拡大が想定



Ⅴ.分析結果～④ＰＢ４カテゴリー分析〈イオンの事例〉
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「SUSTAINABLE PB」のJICFS内訳



Ⅴ.分析結果～⑤ＰＢとウォレットシェア

17※ Ｘ軸＝期間ＰＢ購買額 Ｙ軸＝ウォレットシェア（期間当該企業購買額÷期間総購買額）

《2019～21年各4～6月の購買実績合計》



Ⅴ.分析結果～⑤ＰＢとウォレットシェア

18※ Ｘ軸＝期間ＰＢ購買額 Ｙ軸＝ウォレットシェア（期間当該企業購買額÷期間総購買額）

《2019～21年各4～6月の購買実績合計》

《確認できること》
◆ ＰＢ購買高とＷＳはゆるやかに連動
◆ AEONは６万円以上多いが、WS高い顧
客少ない？

◆ ライフ、ヤオコーは購買額高い顧客が
少ない一方、ＰＢ購入額とＷＳ連動。

◆生協、7ELEVENはＷＳ高い顧客は相対
的に少ない。

《想定される原因》
◆企業や店舗に

◆ ライフ、イオンは地域密着型でロイヤル
ティの高い顧客が多い。

◆ AEON、生協、7ELEVENは買い物が単店
舗で完結せず、複数買い回りが前提。



Ⅴ.分析結果～⑤ＰＢとウォレットシェア
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《確認できること》
◆ 上記、ＰＢ購買額がウォレットシェアに与える影

響度の大きさは「標準化係数」で確認できる。
◆ 「調整済みＲ２乗」は、最大値1としてモデルの

説明力の大きさを表す。
◆ 標準化係数は各社とも統計的に0.1%水準で優

位であり、ＰＢ購買額はウォレットシェアに有意
な影響を与えていると言える。

《2019～21年各4～6月の購買実績合計》

《参考》上記重回帰分析は下記の内容に基づく
目的変数()：モニター毎のロジット変換したウォレットシェア(Y)
説明変数：モニター毎のＰＢ購買額(X1)

ロジット変換 Z=log(y/(1-y))
※Ｙは0～1の間の数字となるためにロジット変換する
重回帰分析 Z=β0+β1X1



Ⅴ.分析結果～⑤ＰＢとウォレットシェア
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※ＰＢシェア＝当該企業ＰＢ購買額÷当該企業購買高合計
※参考：矢作敏行ら(2014),デュアル・ブランド戦略-NB and /or PB,有斐閣,pp.121-123

参考：ＰＢシェアとウォレットシェア

《2019～21年各4～6月の購買実績合計》

ＰＢのストアロイヤルティ効
果には限界点がある。

先行研究ではＰＢ購入比率
が40%を超すとＷＳは頭打ち、
60%を超えると明確な下落

傾向を示した実証分析結果
もある。



Ⅴ.分析結果～⑤ＰＢとウォレットシェア
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※横軸：2018-21年ＰＢシェア 縦軸：ロジット変換したウォレットシェア

参考：ＰＢシェアとウォレットシェア
Z=β0+B1X1+Β2x2^2 ←２次方程式

《2019～21年各4～6月の購買実績合計》

7&ｉ系ＳＭ

イオン

ライフ

ヤオコー

〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀ推定値等〉
R２乗 .017
有意確率 .000
定数 -2.211
B1 2.488
B2 -6.319

〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀ推定値等〉
R２乗 .009
有意確率 .004
定数 -2.363
B1 2.188
B2 -2.946

〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀ推定値等〉
R２乗 .009
有意確率 .218
定数 -1.863
B1 2.582
B2 -3.480

〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀ推定値等〉
R２乗 .046
有意確率 .000
定数 -2.614
B1 9.704
B2 -25.853



Ⅴ.分析結果～⑥生協店舗分析 《参考》

2
2

22

《確認できること》
◆生協店舗の顧客は相対的に高齢者が
多く、顧客数が18年比で減少

◆ ＰＢ購買高への貢献度は高齢者ほど高
い。30代、50代が18年比で減少が懸念

《今後想定されること》
◆若い世代の囲い込みが課題

◆ ＧＭＳ、ＳＭやＣＶＳ等がサスティナブル
ＰＢを強化していることへの対抗策が必
要となる。

生協店舗

ヤオコー



Ⅵ.まとめ

1. コロナ禍によって20年にはＰＢの売上高が拡大したが、21年度もその傾向は
継続している。
→2018年比較では、21年も各社ＰＢの売上高は拡大しているが、20年よりも売上を落と
している企業も見られる。《一部支持》

2. コロナ禍によってＰＢの売上高が拡大したが、ＰＢカテゴリーの中で最もシェアを伸ばした
のはエコノミーである。
→「エコノミー」が一番伸ばしている。《支持》

3. コロナ禍で、食品の安心安全に対する認識が高まったことで、サステナブルがシェアの
伸ばしている。
→サスティナブルもシェアを伸ばしている。《支持》

4. 若い世代では「サスティナブル」がシェアを拡大している。
→イオンの事例では、女性30代、40代、男性20代のシェア拡大が大きい。《支持》

5. ＰＢ購入額が大きい消費者は、当該小売業のウォレットシェアが高い。
→各社、ＰＢ購買額とウォレットシェアには優位な影響が見られる。
但し、企業によって影響の大きさに差がある。 《支持》
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